
 

 
 

 今までの会合・・・第１回では、みなさんの関心事、取り組みたいことを議論しました。

第２回では、可能性を具現化しやすくするため、一色小学校をモデルとしてどんな取り組み

の可能性があるか議論し始めました。 

 これからの会合・・・これからみなさんが活動するには 

第３回会合では、第２回の続きや可能性の構想から、みなさんが

活動するにあたって、より動き出すための「あったらいいな」につ

いて話し合ってみましょう。 
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●  
○ウィークエンドワークショップは、町民ワークショップの議論の中から生まれた気付きやアイデ

アを、町民による具体的な取り組みに結び付けるためのものです。 

○町民ワークショップでは、主にまちづくりのアイデアを中心にまとめていただきましたが、ウィ

ークエンドワークショップは、皆さんによる自主的かつ主体的な取り組みを、具体的なまちづくり

に結び付くような場を提供するものです。 

 

●  
○「町民によるサロンを開きたい」、「まちづくりの冊子を作成したい」、「イベントをした

い」、「町民の協力により子育て支援を行いたい」、「自分の経験や技術を地域社会に役立て

たい」、「ＮＰＯを設立したい」など、まちづくりを実現するためにどうしたら良いか、皆

さんの知恵や経験を活かし、事例や制度などの情報を持ち寄ることによって、お互いに励

ましあいながら具体的な行動に移せるような活動を行います。 

○参加された町民みなさんそれぞれの“思い”を大事にする場です。意見を押し付ける場

ではありません。活動への参加を強要するような場ではありません。 
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関心関心関心関心があることがあることがあることがあること

一色小学校の児童減少 小学校の統廃合
小中一貫校

余裕教室の開放 安全性への危惧 安全性の担保の方法 コミュニティの目が大切

どのようにするか

保育所、学童保育

教室 世代を超えたサロン 高齢者がデビューできる場

働く場（サテライトオフィス）

運営協議会 運営協議会の事務局 地域の相談の場

（相談やまちづくりのポータルサイト）

①一色小学校の有効利用、②高齢者の見守り、高齢者の自立、③健康づくりへの若い人の参加、④遊休農地の利用（子育て利用、ソーラー発電）、⑤シティプロモーション
（街コン、地域で子育て）、⑥町民活動をつなげるためには

今回はこれ①に絞って議論

犯罪、事故の発生

保護者の不安

管理者への責任追及

空間を分ける

地域の人たちの目が大切

小学校が地域の核になることは

魅力的なことだ

児童の減少

余裕教室の増加

地域にとっては有効な資産

児童の安全性を（学校だけ

に押し付けず）担保しなが

ら、どう地域に開放する

一学年、１から２学級

教室に余裕が生まれ

ている

小学校は地域にとっ

て大切なもの

地域住民の組織が学校管

理者と協議しながら運営

事務局を設置し責任をもって管

理。事務局が地域の相談窓口

✓子供を地域みんなで

見守っている感じ

✓身近な場で子どもの

送り迎えができる

✓小学校が地域の中心

になる

✓公共施設の有効利用

になる
まずは準備会から始

めよう！


